
《今月の海上安全標語》 ～ 有効活用！～
 ペットボトル飲料は飲まれますか？　飲んだ後、まさか海に捨ててはいませんよね～。
 空気が入った状態のペットボトルは、もしもの時、浮く力として有効ですよ。
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最
近
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
で
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
。

　
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
と
は
、
事
業
に
役
立
つ
知
見
を
導
出
す
る
た
め

の
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
、
量
的
に
は
、
典
型
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
把
握
・
蓄
積
・
運
用
・
分
析
で
き
る
能
力
を
超
え
た
サ
イ
ズ

の
デ
ー
タ
を
指
す
そ
う
で
あ
る
。我
が
家
に
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
あ
る
。

単
に
「
大
き
い
デ
ー
タ
」
の
こ
と
で
あ
る
が
…
。

　

18
歳
の
頃
か
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
を
テ
レ
ビ
で
見
始
め
、
そ
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
早
20
年
。
こ
つ
こ

つ
と
試
合
を
録
画
し
つ
づ
け
て
き
た
。

　

押
し
入
れ
に
積
ま
れ
た
Ｖ
Ｈ
Ｓ
の
山
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
山
、
Ｂ
Ｄ
の
山
。
こ
こ
に
も
時
代
の
流
れ
を
感

じ
る
。

　

あ
る
時
、
こ
の
貯
蔵
品
の
山
を
見
て
に
ん
ま
り
し
て
い
た
が
、
ふ
と
気
が
付
い
た
。
だ
れ
の
試
合

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
…
。

　

一
念
発
起
！

　

押
し
入
れ
の
奥
か
ら
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
を
引
き
出
し
、せ
っ
せ
と
Ｂ
Ｄ
化
を
開
始
し
た
。ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
は
毎
晩
働
き
っ
ぱ
な
し
（
実
時
間
が
か
か
る
Ｖ
Ｈ
Ｓ
は
し
ん
ど
い
作
業
で
あ
っ
た
）。
同
時
に
、

対
戦
リ
ス
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
と
り
か
か
る
。

　

膨
大
な
時
間
を
費
や
し
、
よ
う
や
く
整
理
が
完
了
し
た
。

　

そ
の
試
合
数
、１
３
０
０
試
合
以
上
。や
っ
と
我
が
家
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
選
手
名
で
検
索
も
で
き
る
。
は
じ
め
て
数
試
合
見
返
し
、
な
つ
か
し
さ
と
共
に
満
足
感
に
浸
っ

た
。
デ
ー
タ
は
整
理
し
て
こ
そ
意
味
の
あ
る
も
の
だ
と
改
め
て
痛
感
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
ふ
と
目
に
留
ま
っ
た
ネ
ッ
ト
の
記
事
。
Ｂ
Ｄ
は
特
に
デ
ー
タ
が
消
え
や
す
い
よ

う
だ
。
そ
れ
は
ま
ず
い
。
次
は
ど
う
デ
ー
タ
を
残
す
か
。
そ
れ
に
次
々
と
デ
ー
タ
は
増
え
続
け
て
い

る
。
次
は
、
管
理
の
問
題
で
あ
る
。

　

仕
事
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
我
が
家
で
も
起
き
始
め
て
い
る
。仕
事
同
様
、我
が
家
の
ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
は
未
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

表紙の言葉
「第38回全国海の子絵画展」

No.714   April. 2016

	 ２	 ようそろ
	 ３	 なぎさ信用漁業協同組合連合会	設立
	 	 但馬地区ズワイガニ漁終了
	 	 淡路地区漁青連と洲本市農業青年会	事業検討会
	 ４	 「淡路島サーモン」お披露目
	 	 県国際交流協会「交流のつどい2016」
	 ５	 兵庫県第７次栽培漁業基本計画の策定について
	 ６	 第38回	全国海の子絵画展で県内の4作品が入賞
	 ７	 動画「命を守る運動－ライフジャケットで安全操業を－」完成
	 	 「霧五戒」していますか
	 ８	 海上安全講習会をジャンボフェリー内で開催
	 	 海難事故をなくそう
	 ９	 兵庫県農政環境部	農林水産局	水産課	＆	漁港課	配席図
	 10	 兵庫JCC通信
	 11	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
	 12	 漁協事務所に壁画が完成
	 	 ５月９日は「救命の日」

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

我
が
家
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ兵

庫
県
漁
業
信
用
基
金
協
会 

主
査　

大 

西　

正 

也

　第38回全国海の子絵画展」では、兵庫から４作品が入
選しました。表紙の絵は、水産庁長官賞を受賞した𠮷澤
知輝さんの「深海魚」。
　近年、テレビではダイオウオイカや東京湾・駿河湾の深
海魚の特集といった番組を目にすることがあります。まだ
まだ未知の世界であり、映像に映るのは驚くような形の生
き物たちばかりで、つい見入ってしまいます。
　「光の届かない冷たい海のなかはどうなっているのだろ
う…」
　そんな好奇心を呼び起こしてくれるような絵でした。
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３
月
18
日
（
金
）、
洲
本
市

に
お
い
て
「
第
１
回
淡
路
漁
青

連
と
洲
本
市
農
業
青
年
会 

事

業
検
討
会
」
が
行
わ
れ
、
両
団

体
の
会
員
、
行
政
担
当
者
ら
約

20
名
が
、
共
同
で
開
催
す
る
事

業
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議

は
、
淡
路
地

区
漁
協
青
壮

年
部
連
合

会 

山
崎 

大

輔
会
長
（
Ｊ

Ｆ
淡
路
島
岩

屋
）
と
洲
本

市
農
業
青
年

会
議 

土
屋 

淳
会
長
が
別
の
会
議
で
同
席
し
た

際
、「
い
っ
し
ょ
に
淡
路
島
の
農
林
水
産
業
を

盛
り
上
げ
よ
う
」
と
意
気
投
合
し
、
共
同
で
出

来
る
具
体
的
な
活
動
を
考
え
る
場
と
し
て
設
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
山
崎
会
長
は
「
前
回
に
引
き
続
き
、
熱
の
冷

め
な
い
う
ち
に
様
々
な
意
見
を
出
し
合
っ
て
形

に
で
き
た
ら
」
と
挨
拶
し
、
土
屋
会
長
は
「
折

角
得
た
機
会
な
の
で
実
現
さ
せ
た
い
」
と
意
欲

を
み
せ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
会
員
が
共
感
で
き
る
も
の
で
持

続
性
の
あ
る
も
の
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
、活
発
な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
夏
に
食
育
を
テ
ー
マ
に
淡
路

島
内
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
４
月
に
は

具
体
的
な
案
の
策
定
に
入
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

閉
会
し
ま
し
た
。

 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

　
兵
庫
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁

連
：
山
田 

峰
人
会
長
）
と
和
歌
山
信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
（
Ｊ
Ｆ
和
歌
山
信
漁
連
：
榎
本 

秀
春
会
長
）
は

４
月
６
日
（
水
）、
大
阪
市
内
で
合
併
に
向
け
た
仮
調
印

式
を
行
い
ま
し
た
。
実
現
す
れ
ば
、
県
域
を
超
え
た
信
漁

連
間
の
合
併
と
し
て
全
国
初
の
事
例
と
な
り
ま
す
。

　
合
併
後
の
名
称
は
、
両
信
漁
連
職
員
の
中
か
ら
出
さ
れ

た
“
な
ぎ
さ
”
を
採
用
し
、「
な
ぎ
さ
信
用
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
（
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
な
ぎ
さ
）」
と
な
る
予

定
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 
（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

※ 

詳
し
く
は
来
月
発
行
の
拓
水
５
月
号
（
№
７
１
５
）
で

掲
載
し
ま
す
。

　
昨
年
11
月
６

日
に
解
禁
さ
れ

た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

漁
は
、
３
月
20

日
（
日
）
で
漁

期
を
終
え
、
最

終
セ
リ
が
21
日

（
月
）、
柴
山
漁

港
と
浜
坂
漁
港

で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
漁
期
の
総

漁
獲
量
は
９
９

９
ト
ン
（
前
年

比
８
４・４
％
）

で
前
年
度
漁
獲
量
を
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ス

ガ
ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）・
メ
ス
ガ
ニ
（
セ
コ
ガ
ニ
）・
ミ

ズ
ガ
ニ
（
若
松
葉
ガ
ニ
）
の
漁
獲
量
は
そ
れ
ぞ
れ

４
８
２
ト
ン
（
前
年
比
８
３・４
％
）・
３
８
３
ト

ン
（
前
年
比
８
４・９
％
）・
１
３
５
ト
ン
（
前
年
比

８
６・２
％
）
で
し
た
。

　
漁
獲
金
額
は
、
特
に
オ
ス
ガ
ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）
の

単
価
が
大
き
く
伸
び
、
漁
獲
金
額
が
約
30
億
９
千
万

（
前
年
比
１
１
２・６
％
）、
キ
ロ
単
価
６
、４
０
７

円
（
前
年
比
１
３
５
％
）
と
な
り
、
メ
ス
ガ
ニ
（
セ

コ
ガ
ニ
）・
ミ
ズ
ガ
ニ
（
若
松
葉
ガ
ニ
）
を
含
め
た

総
漁
獲
金
額
に
つ
い
て
は
約
42
億
５
千
万
（
前
年
比

１
１
０・３
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
但
馬
地
区
の
沖
合
底
び
き
網
漁
は
、
ハ
タ

ハ
タ
、
エ
テ
ガ
レ
イ
、
ホ
タ
ル
イ
カ
な
ど
の
水
揚
げ

が
５
月
末
日
ま
で
続
き
ま
す
。

 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

（
写
真
提
供
：
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
）

但
馬
地
区

　

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁
終
了

兵庫・和歌山の信漁連が合併へ！

　なぎさ信用漁業協同組合連合会 設立へ

淡路地区漁青連と洲本市農業青年会が
 事業検討会を開催
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

全員で合唱し盛り上がりました

　
（
公
財
）
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
（
略
称
Ｈ
Ｉ
Ａ
・

齋
藤 

富
雄
理
事
長
）
が
主
催
す
る
「
交
流
の
集
い

２
０
１
６
」
が
、
３
月
６
日
（
日
）、
神
戸
市
内
で
開
催

さ
れ
、
関
西
領
事
団
を
は
じ
め
県
内
で
活
躍
す
る
外
国
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
二
国
間
団
体
、
Ｈ
Ｉ
Ａ
友
の
会
会
員

な
ど
１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
集
い
は
、
Ｈ
Ｉ

Ａ
が
本
年
度
行
事
の
締
め
く
く
り
と
、
翌
年
へ
第
一
歩
を

踏
み
出
す
出
発
点
と
し
て
、
毎
年
、
こ
の
時
期
に
開
催
し

て
い
る
国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
今
回
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
、
水
産
振
興
基
金
か
ら
も
出
席
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
演
奏
の
後
、
司
会
の
西
條 

遊
児
氏
が
開
宴
を
告
げ
、

主
催
者
（
友
の
会
会
長
）
及
び
来
賓
挨
拶
、
タ
イ
王
国
総

領
事
に
よ
る
乾
杯
が
あ
り
ま
し
た
。
他
に
お
楽
し
み
抽
選

会
や
、
移
情
閣
コ
ー
ラ
ス
が
「
お
ぼ
ろ
月
夜
」
な
ど
を
披

露
し
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
さ
く
ら 

さ
く
ら
」
を

合
唱
し
、
齋
藤
理
事
長
の
挨
拶
で
閉
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
賓
で
登
壇
さ
れ
た
兵
庫
県 

井
戸 

敏
三
知
事
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
は
、

東
京
で
約
１
、７
８
０
万
人
、
大
阪
９
３
３
万
人
、
京
都
４
８
１
万
人
に
比
べ
、

神
戸
は
１
１
５
万
人
。
大
変
残
念
な
結
果
だ
っ
た
。
こ
の
差
は
何
な
の
か
？
新

神
戸
駅
に
降
り
立
っ
た
外
国
の
方
々
に
速
や
か
に
、
兵
庫
の
魅
力
を
伝
え
、
ス

ム
ー
ズ
に
案
内
で
き
る
人
材
の
育

成
や
、
受
け
入
れ
体
制
な
ど
の
大

切
さ
を
痛
感
し
た
。
皆
さ
ん
の
力

添
え
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶

さ
れ
、
観
光
都
市
神
戸
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｆ

兵
庫
漁
連
と
当
基
金
は
、
お
楽
し

み
抽
選
会
の
景
品
に「
兵
庫
の
り
」

を
全
員
に
提
供
し
、
大
変
喜
ば
れ

ま
し
た
。
ノ
リ
の
袋
に
「
兵
庫
の

り
を
買
い
ま
賞
」
と
シ
ー
ル
が
貼

ら
れ
て
い
た
の
は
齋
藤
理
事
長
の

感
謝
の
演
出
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

県国際交流協会「交流のつどい2016」
　関西領事団や友の会会員が神戸市に集まる

　
Ｊ
Ｆ
福
良
（
前
田 

若
男
組
合

長
）
は
、
２
月
28
日
（
日
）、
同

Ｊ
Ｆ
主
催
“
う
ず
し
お
朝
市
”
に

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
養
殖
試
験

に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ク
ラ
マ
ス

に
『
淡
路
島
サ
ー
モ
ン
』
と
名
付

け
て
、振
る
舞
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ク
ラ
マ
ス
は
『
渓
流
の
女

王
』
と
称
さ
れ
る
ヤ
マ
メ
が
海

に
下
っ
た
（
降
海
型
）
呼
び
名

で
、
淡
路
島
で
は
馴
染
み
の
薄
い

魚
で
す
が
、
日
本
海
側
で
は
、
富

山
県
名
産
『
鱒
ず
し
』
に
使
わ
れ

る
な
ど
高
級
食
材
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
同
Ｊ
Ｆ
は
、
昨
年
11
月
末
に

体
長
15
㎝
、
重
さ
３
０
０
ｇ
程
度
の
幼
魚

３
、０
０
０
匹
を
海
上
い
け
す
に
導
入
し

た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
３
ヶ
月
で
大
き
い
も

の
は
体
長
30
㎝
、
重
さ
１
㎏
以
上
に
育
ち

ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
的
に
天
然
サ
ク
ラ

マ
ス
に
は
寄
生
虫
が
い
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
一
度
冷
凍
し
た
も
の
が
生
食
用
と
し

て
流
通
し
て
い
ま
す
が
、
養
殖
の
も
の
に

は
寄
生
虫
が
い
る
可
能
性
は
極
め
て
低

く
、
冷
凍
せ
ず
と
も
刺
身
と
し
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
振
る
舞
い
当
日
は
２
０
０
食
が
準
備
さ

れ
、
刺
身
と
炙
り
が
セ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ

ま
し
た
。
事
前
に
新
聞
の
折
り
込
み
で
宣

伝
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
振
る

舞
い
前
に
は
多
く
の
人
が
行
列
を
な
し
、

準
備
さ
れ
た
２
０
０
食
は
瞬
く
間
に
な
く

な
り
ま
し
た
。
気
に
な
る
味
で
す
が
、
刺

身
は
脂
が
の
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
と

て
も
あ
っ
さ
り
し
て
お
り
、
さ
わ
や
か
な

旨
み
が
口
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
刺
身
を
炙
り
に
す
る
こ
と
で

食
感
が
変
わ
り
、
焼
く
こ
と
で
旨
み
が
凝

縮
さ
れ
、
ま
た
違
っ
た
お
い
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ｆ
は
『
淡
路
島
3
年
と
ら
ふ
ぐ
』

に
次
ぐ
、
桜
が
咲
く
時
期
の
名
産
品
と
し

て
『
淡
路
島
サ
ー
モ
ン
』
の
知
名
度
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
文
： 

兵
庫
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務

所
水
産
課
）

「
淡
路
島
サ
ー
モ
ン
」
お
披
露
目
！
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兵庫県農政環境部農林水産局水産課

兵庫県第７次栽培漁業基本計画の策定について

　本県では、攻めの農林水産業の展開へ向けて「ひょうご農林水産ビジョン2025（Ｈ28～Ｈ37）」を３月
に策定・公表しました。水産業・漁村のめざす姿の実現に向けた基本方向を「豊かな海の再生と水産業・
浜の活性化」とし、施策展開の重要な１つとして栽培漁業の推進を掲げています。その栽培漁業が水産資
源の維持増大に大きな役割を果たすため、７年間（Ｈ28～Ｈ34）の基本計画「兵庫県第７次栽培漁業基本
計画」を策定しました。各漁協には既に送付しているところであり、その概要を紹介します。

１　まえがき
　栽培漁業は卵から幼稚仔までの減耗の激しい時期を人の管理下に置いて生産・育成し、放流すること
によって積極的に資源を増大させ、漁獲の増加を図る施策です。本県においても1960年代後半から開始
され、現在では漁業の振興に大きな役割を果たしています。
　近年の栽培漁業に関する社会的な動きでは「瀬戸内海環境保全特別措置法の一部を改正する法律」が
昨年10月に公布・施行され、「瀬戸内海を豊かな海とする」ことが基本理念に定められました。具体の
施策として「水産動物の種苗の放流に努めること」が盛り込まれ、本県もこれまで以上に、県産水産物
の安定供給に資するため、栽培漁業の一層の推進に努めます。

２　基本的な指針及び指標について
　主に、①本県の栽培漁業に関する役割分担（魚類：県、甲殻類：協会、貝類：共同）、②広域種（県
域を越えて回遊するサワラなど）の取扱い、③栽培漁業技術の養殖用種苗生産への活用（主にアサリ）、
④経費負担（皆様にもご協力いただいた種苗の有償化）、⑤漁場整備事業や資源管理と連携した資源造
成型栽培漁業の推進などについて記載しています。

３　対象種と放流数量について
　放流対象種は、漁獲実態、技術開発の進捗状況、資源評価及び資源管理の取組などを考慮して以下の
18魚種を選定しました。このうち、マダイ、ヒラメなど12魚種（下線付き）について計画的に種苗生産
と放流を行うこととして、７年後の目標値を設定しました。

〈瀬戸内海区〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈但馬海区〉
　広域種：サワラ、トラフグ　　　　　　　　　　　　　広域種：ヒラメ
　魚　類：マダイ、ヒラメ、マコガレイ、オニオコゼ、　 魚　類：マダイ、ヒラメ、オニオコゼ、
　　　　　カサゴ※、キジハタ※、メバル類　　　　　　　　　　   カサゴ※、キジハタ※

　甲殻類：クルマエビ類、ガザミ　　　　　　　　　　　甲殻類：ズワイガニ
　貝　類：アワビ類、サザエ、アサリ※、ウチムラサキ　 貝　類：アワビ類、サザエ
　その他：アカウニ※、ナマコ　　　　　　　　　　　　　　※：７次計画で新たに目標値を設定

４　技術開発やその他必要事項について
　キジハタ、カサゴ、アサリなど種苗生産ニーズの強い新規魚種の安定生産はもちろんのこと、既存魚
種の生産コストの低減、疾病防除に関する技術開発を推進するとともに、効果的な栽培漁業の推進に向
けて中間育成・放流マニュアルを作成します。

　近年はオニオコゼなどで漁獲量の増加に関する情報が寄せられるなど、栽培漁業の効果を肌で感じてい
ただける魚種も増えているようです。瀬戸内海、日本海とも、豊かな海域環境のもと将来にわたって持続
的に利用できる水産資源の増大を目指し、これからも栽培漁業に関わる全ての機関と連携して栽培漁業を
力強く継続していきます。

オニオコゼ種苗（約15㎜） ガザミ種苗（Ｃ１） アサリ種苗
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
県内の４作品が入賞！

　昨年10月に決定した「ひょうご海の子絵画」受賞作品（拓水№712号：Ｈ28．２月号参照）のうち、特に優秀であった 
10名の作品がＪＦ全漁連主催「第38回全国海の子絵画展」に出品され、審査の結果、加古川市立氷丘南小学校５年 
𠮷澤 知輝さんが「水産庁長官賞」を、神戸市立唐櫃小学校３年 松岡 結斗さんと神戸市立西山小学校６年 山田 茉瑚
さんが「教育美術振興会理事長賞」、学校法人瀧川学園滝川第二中学校１年 伊原 碧さんが「農林中央金庫理事長賞」
を見事に受賞しました。
　今回の絵画展は、全国約22,000点の応募の中から、各県で選ばれた128点が全国展に出展され審査が行われました。
表彰式は東京・コープビルで３月28日（月）に開催され、特別賞入賞者28人の一人ひとりに賞状が手渡されました。
 （文：ＪＦ兵庫信漁連）

全国海の子絵画展第38回

「すいすい泳ぐ魚たち」
教育美術振興会理事長賞

神戸市立唐櫃小学校３年 松岡 結斗さん

「深海魚」
水産庁長官賞

加古川市立氷丘南小学校５年 吉澤 知輝さん

「たこつぼ漁」
農林中央金庫理事長賞

学校法人瀧川学園滝川第二中学校１年 伊原 碧さん

「明石海峡を行く漁船」
教育美術振興会理事長賞

神戸市立西山小学校６年 山田 茉瑚さん
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Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
・
Ｊ
Ｆ
共
水

連
兵
庫
・
兵
庫
県
内
海
漁
船
保

険
組
合
・（
公
財
）
ひ
ょ
う
ご

豊
か
な
海
づ
く
り
協
会
・（
一

財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
は
、

こ
の
度
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
着
用
推
進
を
図
る
た
め
、
動

画
を
作
製
し
、
海
上
安
全
講
習

会
な
ど
で
上
映
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
動
画
は
、
各
地
で
開
催

さ
れ
る
海
上
安
全
講
習
会
は
も

と
よ
り
、
Ｊ
Ｆ
並
び
に
系
統
団

体
が
開
催
す
る
会
議
等
に
お
い

て
気
軽
に
上
映
し
て
も
ら
い

た
い
と
の
思
い
で
制
作
し
ま
し

た
。

気
に
な
る
動
画
の
中
身
で
す
が
…

　
・ 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
重
要
性

　
　

 

行
動
分
析
学
か
ら
考
え
た
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
着
用
推
進
に
つ
い
て
の
説
明

　
・ 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
種
類
、
浮
力
合
羽
に
つ

い
て

　
　

 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
タ
イ
プ
と
、
動
画
に
よ

る
作
動
状
況
の
紹
介

　
・ 

出
演
者
は
、
漁
業
者
・
漁
協
系
統
団
体
職
員
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
安
全
講
習
会
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
神
戸
運
輸
監
理
部 

筒
井 
宣
利
調

整
官
、
神
戸
海
上
保
安
部
の
潜
水
士
の
皆
さ
ん

と
い
っ
た
内
容
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
時
間
は
約
12

分
で
す
。

動
画「
命
を
守
る
運
動 

︱
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で

 

安
全
操
業
を 

︱
」が
完
成
！

　
　

～
海
上
安
全
講
習
会
な
ど
で
上
映
中
～

ライフジャケット紹介の１シーン

　
国
で
は
、
平
成
29
年
夏
頃
か
ら
、
小
型
船
舶
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
義
務
範
囲
を
拡

大
す
る
と
い
う
施
策
の
方
向
性
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、「
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
の
乗
船
者
」、

「
12
歳
未
満
の
小
児
」、「
一
人
で
漁
を
行
う
乗
船
者
」
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
義
務
が
あ
り
ま
し

た
が
、今
後
は
、原
則
と
し
て
「
船
室
の
外
に
い
る
す
べ
て
の
乗
船
者
」
が
着
用
義
務
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
漁
船
で
は
、
乗
船
人
数
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
！

漁業者の方も出演されています

霧が発生しやすいこれからの季節…

　「霧五戒」していますか？
　瀬戸内海・紀伊半島沿岸は、春先から梅雨期に
かけて濃霧が発生しやすく、これに伴う衝突・乗
揚げ海難が発生しやすい状況にあります。この
ため、近畿・四国地方海難防止
強調運動の一環として、官民が
一体になり「霧海難防止キャン
ペーン」が実施されます。第五
管区海上保安本部では、霧の発
生が多い４月～６月の３ヶ月
間、同キャンペーンに取り組み、
霧発生時等視界制限時の遵守事
項をまとめた「霧五戒」の周知・
指導を実施しています。

（情報提供：�第五管区海上保安
　　　　　�本部・ＪＦ兵庫漁連）

霧五戒
１・気象状況を早期に把握すべし
２・船舶間のコミュニケーションを促進すべし
３・航法を守るべし
４・自動操舵装置を適正に使用すべし
５・早期に避泊すべし
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３
月
８
日
（
火
）、Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
、共
水

連
兵
庫
県
事
務
所
、兵
庫
県
内
海
漁
船
保

険
組
合
、（
公
財
）ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海
づ
く

り
協
会
、（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

の
主
催
、国
土
交
通
省
神
戸
運
輸
監
理
部
、

ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
協
力
に

よ
り
、第
５
回
目
と
な
る
「
大
型
船
で
の

乗
船
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
約
８
０
０
隻
の
船
舶
が
通
航
す
る

日
本
有
数
の
輻
輳
海
域
で
あ
る
明
石
海
峡

に
お
い
て
、
大
型
船
と
小
型
漁
船
の
双
方

の
視
点
か
ら
航
行
感
覚
の
違
い
を
体
験
す

る
と
と
も
に
、
大
型
船
の
操
船
の
困
難
さ

を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
上
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
、
適
切
な
見
張
り
等
、
よ

り
一
層
の
安
全
操
業
・
航
行
に
結
び
つ
け

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
漁
業
関
係
の
参
加
者
８
名
は
６
時
に
神

戸
を
出
港
す
る
高
松
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
に

乗
り
込
み
、
神
戸
港
出
港
時
か
ら
ブ
リ
ッ

ジ
に
上
が
り
明
石
海
峡
を
通
過
す
る
ま
で

の
間
、
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
イ
カ
ナ
ゴ
漁
解
禁
2
日
目
。
明

石
海
峡
航
路
東
側
の
出
入
航
口
を
ふ
さ
ぐ

よ
う
に
漁
船
が
密
集
し
操
業
が
行
わ
れ
て

お
り
、
船
内
で
は
神
戸
港
出
港
と
同
時
に

明
石
海
峡
周
辺
の
漁
船
情
報
を
入
手
し
進

路
計
画
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
の
航

路
を
大
き
く
外
し
漁
船
の
密
集
海
域
を
避

け
て
航
行
す
る
進
路
を
船
長
が
決
定
す
る

も
、
大
き
く
迂
回
す
る
頃
に
は
、
予
定
進

路
上
に
漁
船
が
集
ま
り
だ
し
再
度
進
路
を

変
更
す
る
な
ど
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中

で
の
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
石
海
峡
通
過
後
は
船
内
に
お
い
て
、

「
船
曳
網
漁
業
で
は
網
船
よ
り
運
搬
船
の

方
が
思
い
が
け
な
い
動
き
を
す
る
の
で
怖

い
思
い
を
す
る
こ
と
が
あ
る
」、「
漁
具
を

示
す
ブ
イ
は
白
に
比
べ
オ
レ
ン
ジ
色
の
ほ

う
が
格
段
に
良
く
見
え
る
」
な
ど
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
、
明
石
海
峡
周
辺
の
漁
法
等

に
つ
い
て
の
質
疑
が
な
さ
れ
る
な
ど
活
発

な
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
双
方
か
ら
「
お
互
い
に
海
で
仕

事
を
す
る
立
場
を
理
解
し
、
協
力
し
あ
っ

て
事
故
の
な
い
よ
う
に
努
め
よ
う
」
と
確

認
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

膨張式ライフジャケットは定期的なメンテナンスが必要です！
最近はボンベが下部に配置されたタイプもあり、首回りが楽に
なっています。
是非、着用してくださ
い！

浮力合羽はＪＦ兵庫漁連が開発したもので、皆様の安全をサポー
トします。
浮力は充分にあり、動きやすいように工夫されています。

まだお持ちでない方
は是非！
※ 国土交通省の型式

承認試験基準に合
格したものではあ
りませんので、一
人乗りの漁船の場
合、ライフジャケッ
トを着用してくだ
さい。

海難事故をなくそう！

ライフジャケット（膨張式）
モデル：ＪＦ兵庫信漁連
　　　  河野 ちなつ さん

海上安全講習会をジャンボフェリー内で開催
　～イカナゴ漁最盛期の明石海峡を大型船で体験～

レーダーに映るイカナゴ漁船団 針路変更など難しい判断を迫られました

  モデル：ＪＦ淡路島岩屋 
　　　  東根 壽組合長
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農政環境部農林水産局水産課 職員配席図

漁場整備班（漁場環境担当） 漁政班（庶務）漁場整備班（水産普及担当）

漁政班（漁業管理担当）

資源増殖室　漁場整備班

漁උ൝
ओװ

（漁ڥ担当）
　みͣ　た
水　田

（����）
���ʵ����

漁උ൝

なか　にし
中　西

（����）
���ʵ����

෭՝

井　上
（����）
���ʵ����

副課長（事務）

՝　

  こ　ばし
小　林

（����）
���ʵ����

水産課長

৩ࣨ૿ݯࢿ

いの　う͑

資源増殖室長

た　ΉΒ
田　村

（����）

ओ　ࠪ৬　һ
もΓ　もと
森　本

（����）

ओ　ࠪ
͓͓  はし
大　橋

（����）

৬　һ
ͻさ͝
瓢

ओ　ࠪ
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都　倉
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ओ　ࠪ
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魚　住

৬　һ
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米　澤

（����）

ओ　ࠪ
なか　す͡
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　ୗ

ओ　ࠪ
みͶ
峰

（����）

৬　һ
さい  とう
齋　藤

（����）

　ୗ
た　なか
田　中

ओ　ࠪ
たに　ま
谷　山

ओ　ࠪ
とう　いͪ
東　一

৬　һ
た͚   の 
竹　野

庶　務

෭՝

 なが　しま
長　島

（����）
���ʵ����

副課長（技術）

漁൝

 ま　な
眞　鍋

（����）
���ʵ����

漁൝ओװ
（漁ۀཧ担当）

にし 　 の ͭ͡

ؔػ

辻
か͘　　た

はたか船

角　田

漁政班（瀬戸内海海区漁業調整委員会事務局兼務）

入　口 入　口

漁政班（組合指導担当）
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தɹ؛
（����）

	
���ʵ����

෭՝݉漁ߓཧ൝

�ۚɹ୩ʢߒʣ
（����）

	
 ���ʵ����
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�ۚɹ୩ʢହʣ
（����）

	
 ���ʵ����

漁港整備班 漁港管理班

漁港整備班 漁港管理班漁港課長

漁港課 職員配席図

入　口

̛̖ �̭���ʵ����

ロ
ッ
カ
ー

ロ
ッ
カ
ー

テ
ー
ブ
ル

Ԡ 

ᶃ漁උ։発ۀࣄにؔすること
ᶄ๛かな海の࠶ੜにؔすること
ᶅ漁ڥの保શにؔすること
ᶆౡ漁ۀのࢧԉにؔすること
ᶇ水࢈の҆શ確保にؔすること
ᶈ保ޢ水໘のཧにؔすること

ᶃ水ۀ࢈のڀݚݧࢼにؔすること
ᶄ水ۀ࢈のීࢦٴಋٴびීࢦٴಋһの࣭ࢿ上にؔす

ること
ᶅ水࢈のྲྀ௨Ճにؔすること
ᶆ水ؔ࢈統ܭのཧにؔすること
ᶇഓ漁ۀのਪਐにؔすること
ᶈཆ৩ۀのৼڵにؔすること
ᶉ（ެࡒ）ͻょう͝๛かな海ͮ Γ͘協ձにؔすること

ᶃ՝のॸにؔすること
ᶄ૯՝との連絡にؔすること
ᶅจॻٴびެҹの守にؔすること
ᶆୠഅ水ࣄ࢈ॴとの連絡ௐにؔする

こと
ᶇ՝֤൝にଐさないこと

ᶃ水ߦ࢈のاըཱҊٴびௐにؔすること
ᶄ漁ܭըཱҊٴび漁ۀ໔ొڐにؔする

こと
ᶅ漁ۀのڐՄٴび漁ۀௐにؔすること
ᶆ水໘漁ۀのৼڵにؔすること
ᶇ海۠漁ۀௐҕһձٴび水໘漁ཧ

ҕһձにؔすること
ᶈ漁船にؔすること

ᶉ漁船ଛิঈ๏にؔすること
ᶊ漁ۀऔకΓにؔすること
ᶋ༡漁船ۀのదਖ਼Խにؔすること
ᶌ༡漁ରࡦにؔすること
ᶍ漁ۀແઢہにؔすること
ᶎ水ݯࢿ࢈ཧରࡦにؔすること
ᶏ漁ۀにるؔࡂ連ใにؔすること
ᶐ海༸։発ۀࣄと漁ۀのௐにؔすること

ᶃ水ۀ࢈協ಉ߹のࢦಋ、ಜ
にؔすること

ᶄ漁ۀ協ಉ߹の߹ซਪਐٴび
Խにؔすることڧ൫جӦܦ

ᶅ水੍࢈ۚ༥にؔすること
ᶆ漁ڞۀ済にؔすること
ᶇ漁ۀ৴用保ূにؔすること
ᶈ࢈ࢢにؔすること

ᶉ（ࡒ）兵庫ݝ水࢈ৼۚجڵに
ؔすること

ᶊの࠶ྗ׆ੜϓランにؔする
こと

ᶋ漁ۀίεトߏվળ緊急ରࡦ
にؔすること

Ѩɹ෦
（����）

৬　һ

લɹా
（����）

ୗһ

٢ɹଜ
ୗһ

౻ɹా

ᶃ漁ٴߓび漁ߓ海؛のඋܭըٴびௐࠪに
ؔすること。

ᶄ漁ࢪߓઃ用のܭըٴびௐࠪにؔすること。
ᶅ海؛統ܭにؔすること。
ᶆݝཧの漁ٴߓび漁ߓ海ۀࣄ؛の実ࢪに

ؔすること。
ᶇࢢொཧの漁ٴߓび漁ߓ海ۀࣄ؛のࢦಋ

ಜにؔすること。

ᶈ漁ߓのࡂ෮چにؔすること。
ᶉ漁ߏۀվળۀࣄにؔすること。
ᶊ水࢈のྲྀ௨Ճରࡦにؔすること。
ᶋڞಉར用ࢪઃのཧӡӦにؔすること。
ᶌڞಉར用ࢪઃのࡂ෮چにؔすること。
ᶍ漁ߓ漁ଜに͓͚るҬ׆性Խࡦࢪਪਐに

ؔすること。
ᶎ漁ߓߓௐࠪにؔすること。

ᶃ漁ߓ、漁ߓ海؛ར用の使用ࣄにؔすること。
ᶄ漁ٴߓび海؛保શ۠Ҭに͓͚るࠃ༗࢈ࡒにؔすること。
ᶅݝཧ漁࢈ࡒߓのऔಘ、ཧٴびॲ分にؔすること。
ᶆ漁ٴߓび漁ߓ海؛のࢦఆٴびཧにؔすること。
ᶇ漁ٴߓび漁ߓ海؛のࣄۀࣄにؔすること。
ᶈϓϨジャʔボʔトରࡦの૯߹ௐにؔすること。
ᶉจॻٴびެҹの守にؔすること。
ᶊ՝ଞ൝にଐさないこと。

ばん  どう
坂　東

ඌɹౡ
（����）

ɹ࡚ࢁ
ୗһ

西　野
（����）
���ʵ����

ͻΒ　いし
平　石

（����）
���ʵ����

৬　һ

ฏɹྛ

ओ　ࠪ

兵庫県農政環境部 農林水産局 水産課 ＆ 漁港課 配席図
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お詫び

３月発行の拓水第713号について下記の誤りがありました。
関係者の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしました。ここに訂正して、お詫び申し上げます。

　　10頁　海難事故をなくそう！における浮力合羽のモデルについて

　　　誤   ○○○ 兵庫県漁業共済組合 右柳 加奈子さん　→　正 ○○○  兵庫県漁業信用基金協会 右柳 加奈子さん

　２月８日（月）、プラザホープ 大ホール（和歌山
県和歌山市）で「平成27年度 地方消費者グルー
プ・フォーラム in 和歌山」が開催され、「学んで、
気づいて、つながって～すべての地域で安心してく
らしていくために～」をテーマに、地域で消費者
問題に携わる消費者団体、市民、行政関係者など
197人が集いました。このフォーラムは、地元の
消費者団体等による実行委員会と消費者庁との共
催で実施され、相互に情報交換を行い、交流・連
携を深めることを目的としています。
　各団体・行政の活動内容が展示された「壁新聞
交流会」では、活発な交流が行われました。また、
消費者庁 板東 久美子 長官の取り組み報告のあと
に行われた壁新聞出展団体の５分間リレートーク
では、神戸市市民参画推進局市民生活部消費生
活課、コープこうべ地域活動推進部、適格消費者
団体NPO法人 ひょうご消費者ネットなどの活動
紹介がありました。また、「『つながって』いくた
めに、自分たちができること、したいこと」をテー
マにグループ討議が行われ、今後の地域活動の連
携の広がりを感じるつどいになりました。

ＪＡ兵庫六甲　
　２月21日（日）に北神戸田園スポーツ公園で、
ＪＡ兵庫六甲合併15周年記念「食いしん坊マラソ
ン大会」を開催し、1,000名を超える組合員、地
域住民の皆さんがランナーとして参加しました。
　この大会では、合併15周年を迎えたＪＡ兵庫六
甲が地域の皆さんとの絆を深め、地域の農畜産物
の魅力をＰＲし、もっと身近に感じてもらうことを
目的に開催しました。
　小中学生の部やグループで走る駅伝の部など９
つの部を設け、幅広い層の人が参加しました。目
玉は地域農畜産物を使用した料理を食べながら家
族で走る「食いしん坊ファミリーの部」で、「旬野
菜たっぷりミネストローネ」「冬野菜と神戸ポーク
の豆乳クリームシチュー」「三田米を使った農家風
パエリア」「二郎いちごのあんみつ風デザート」の
計４品を用意しました。
　部会や女性会の皆さんによる炊き出しや移動販
売車による野菜の販売などの「地産地消ブース」
も設置し、ランナー以外にも、たくさんの人たち
が来場しました。
　参加したランナーは「おいしい料理を食べなが
ら走るマラソンは珍しいね」「親子で走れて楽し
かった。また開催してほしい」と笑顔で話しました。

地域農畜産物の魅力をＰＲ
食いしん坊マラソン大会開催

学んで、気づいて、つながって
～地方消費者グループ・　　
　　フォーラム in 和歌山～

板東長官の報告に聴き入る参加者

◀ 子どもたちも元気
いっぱい走りました

▶ 二郎いちごのあん
みつ風デザート

▶ グループ討議で
　交流を深めました
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の
り
養
殖
に
つ
い
て

　
３
月
講
座
は
、８
日（
火
）に
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
り
流
通
セ
ン
タ
ー（
播
磨
町
）

を
訪
れ
、ノ
リ
の
合
同
検
査
や
保
管
倉
庫
の
見
学
の
ほ
か
、の
り
海
藻
事
業
本
部　

高
瀬　

博
文
本
部
長
か
ら「
の
り

養
殖
と
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
」と

題
し
た
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
合
同
検
査
場
で

の
見
学
は
、ノ
リ
の
等
級
や
検
査

の
方
法
・
手
順
、倉
庫
で
の
入
出

庫
作
業
に
つ
い
て
同
事
業
本
部　

の
り
共
販
部　

藤
原　

紘
希
主
任

か
ら
説
明
が
あ
り
、塾
生
は
熱
心

に
質
問
し
た
り
、メ
モ
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。

　
高
瀬
本
部
長
は
講
義
の
中
で
、

ノ
リ
養
殖
の
歴
史
や
共
販
の
現
状

の
ほ
か
、海
外
の
ノ
リ
流
通
事
情

な
ど
幅
広
い
内
容
に
触
れ
ら
れ
た

あ
と「
色
落
ち
対
策
を
含
む
漁
場

再
生
、経
費
削
減
、新
商
品
開
発
、

市
場
開
拓
」の
推
進
を
強
く
唱
え

ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
ノ
リ
養

殖
に
関
係
し
た
こ
と
の
あ
る
塾
生

に
も
初
め
て
聞
く
内
容
が
多
か
っ

た
よ
う
で
、改
め
て
ノ
リ
に
つ
い

て
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

००
写真と文

༡ํࢠ

花を愛でる

◆
花
を
愛
で
て
観
賞
す
る
行
為
は
、
世
界
各
国
に
見
ら
れ
る
が
、
サ
ク

ラ
を
見
て
酒
を
酌
み
交
わ
す
風
習
は
日
本
独
特
の
も
の
ら
し
い
。
宮
廷

貴
族
の
遊
び
と
し
て
奈
良
・
平
安
時
代
に
始
ま
り
、
鎌
倉
時
代
に
武
家

の
間
に
も
流
行
し
、
室
町
期
に
な
り
京
都
内
外
に
多
く
の
桜
の
名
所

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
貴
族
や
武
家
階
級
の
遊
び
と
、
農
民
の
春

山
行
き
の
風
習
が
溶
け
合
っ
て
、
楽
し
い
宴
と
し
て
定
着
し
た
。
そ
れ

が
今
日
の
花
見
だ
と
い
う
。
人
が
集
ま
れ
ば
商
売
に
繋
が
り
、
彼
方
此

方
に
人
工
的
に
サ
ク
ラ
の
名
所
が
作
ら
れ
る
。
江
戸
末
期
、
葉
よ
り
先

に
大
き
な
花
が
満
艦
飾
と
咲
き
、
豪
華
で
賑
々
し
い
桜
の
代
表
的
品
種

「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」が
出
現
す
る
。
活
着
が
比
較
的
に
容
易
な
た
め
、
全

国
的
に
広
く
植
え
ら
れ
た
。

◆
桜
前
線
の
開
花
予
想
表
が
新
聞
に
載
る
。
私
鉄
駅
に
は
近
郊
の
桜
の

開
花
状
況
が
貼
ら
れ
る
。
全
国
の
気
象
台
や
測
候
所
付
近
に
あ
る
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
３
本
を
標
準
木
に
指
定
、
そ
れ
が
五
輪
開
い
た
ら
開
花
宣
言

と
な
る
。
此
の
標
準
木
は
株
元
が
荒
れ
る
の
を
警
戒
し
て
公
表
し
て
い

な
い
。
日
本
列
島
は
南
北
に
長
く
、
地
域
で
桜
の
品
種
も
異
な
る
が
、

沖
縄
で
は
琉
球
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
、
石
狩
平
野
以
北
は
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
、
根
室
で
は
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を
標
準
木
に
し
て
予
想
す
る
。
以
前
、
２
月
の
沖

縄
で
濃
い
ピ
ン
ク
色
の
花
が
楽
し
め
た
が
、
南
か
ら
桜
前
線
を
追
っ
て
北
へ
と
旅

を
す
れ
ば
、
長
期
間
の
花
見
を
楽
し
む
事
が
で
き
る
。

◆
桜
を
訪
ね
て
信
州
を
巡
る
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
安
曇
野
で
一
泊
し
信
州
高
山

村
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
見
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
て
、

関
西
か
ら
も
気
軽
に
出
掛
け
ら
れ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
、
北
信
州
・
上
高
井
郡

高
山
村
へ
。
周
辺
一
帯
に
樹
齢
六
百
年
と
い
う
シ
ダ
レ
桜
の
巨
木
が
沢
山
あ
る
。

殆
ん
ど
が
開
花
に
数
日
と
い
う
蕾
で
、
百
五
十
歳
の
樹
だ
け
が
八
分
咲
き
、
五
百

歳
の
エ
ゾ
ヒ
ガ
ン
が
老
樹
な
が
ら
満
開
で
、
見
事
な
眺
め
を
満
喫
。
一
杯
の
花
が

満
面
に
笑
み
を
浮
か
べ
、
遥
々
と
来
た
我
ら
を
歓
迎
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

帰
路
、
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
高
遠
城
址
公
園
も
花
見
客
で
溢
れ
て
い
た
。

◆
一
九
六
二
年
、
三
島
北
高
校
の
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と
小
石
川
植
物
園
の
エ
ゾ
ヒ

ガ
ン
を
交
配
し
て
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
作
ら
れ
た
と
、
三
島
市
の
顕
彰
碑
に
あ
る
。

最
近
、
各
地
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
証
を
し
た
結
果
、
単
一
の
品
種
で
あ

る
と
確
認
さ
れ
た
。
明
石
公
園
の
桜
も
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
、
気
を
合
わ
せ
る
如
く

一
斉
に
花
を
開
く
。
サ
ク
ラ
の
咲
く
頃
の
曇
り
空
を
「
花
曇
り
」と
い
う
が
、
四
月

は
荒
れ
た
天
気
が
続
く
。
日
本
の
上
空
に
低
気
圧
が
発
達
し
、
寒
気
と
暖
気
が
激

突
し
て
嵐
を
生
む
。『
花
開
い
て
風
雨
多
し
』と
端
的
に
表
現
さ
れ
る
。
嵐
に
耐
え

て
咲
き
、
風
雨
に
晒
さ
れ
る
サ
ク
ラ
に
、
深
く
人
生
を
重
ね
合
わ
せ
て
「
世
の
中

は
月
に
む
ら
雲
、
花
に
風
、
思
う
に
別
れ
、
思
わ
ぬ
に
添
う
」と
い
う
。
名
言
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

ノリに関する幅広い内容を学ぶことが出来ました 合同検査場を見学



　
３
月
30
日
（
水
）、
洲
本
市
五
色
町
鳥
飼
浦
の
Ｊ
Ｆ

五
色
町
（
福
島 

富
秋
組
合
長
）
で
、
Ｊ
Ｆ
事
務
所
側

面
に
巨
大
壁
画
が
完
成
し
、
関
係
者
ら
約
40
人
の
ほ
か

漁
業
者
も
集
ま
っ
て
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
壁
画
は
、
洲
本
市
が
大
学
と
連
携
し
地
域
活
性

化
を
図
ろ
う
と
実
施
す
る
“
洲
本
市
域
学
連
携
事
業
”

の
一
環
で
、同
Ｊ
Ｆ
が
京
都
造
形
芸
術
大
学（
京
都
市
）、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

淡
路
島
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

“
漁
師
”
と
い
う
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
に
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
将
来
的
に
は
漁
業
者
を
増
や
し
た
い

と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
「
鳥
飼
浦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

第
一
弾
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。デ
ザ
イ
ン
は
、

同
大
学
の
募
集
で
選
ば
れ
た
作
品
を
も
と
に
、
学
生
と

Ｊ
Ｆ
関
係
者
ら
が
意
見
を
交
わ
し
何
度
も
修
正
を
重
ね

た
も
の
で
、高
さ
約
７・７
メ
ー
ト
ル
、幅
約
16・５
メ
ー

ト
ル
の
壁
に
今
年
2
月
か
ら
描
き
始
め
、
こ
の
３
月
に

完
成
し
ま
し

た
。

　
式
典
で
福

島
組
合
長

は
「
五
色
町

の
サ
ワ
ラ
・

ハ
モ
・
タ
コ

と
地
元
の
祭

り
で
あ
る
船

だ
ん
じ
り
が

描
か
れ
て
い

る
。
漁
業
を

取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い

も
の
が
あ
る

が
、
こ
の
絵

の
よ
う
に
活

気
の
あ
る
浜

を
目
指
し
て

今
後
も
前
を

向
い
て
進
ん

で
き
た
い
」

と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　
壁
画
披
露

で
は
デ
ザ
イ

ン
を
し
た
同

大
学
情
報
デ

ザ
イ
ン
学

科
１
回
生

の
山
下 
芽

久
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る

３
名
が
挨
拶

を
し
、
壁
画

下
部
に
タ
イ

ト
ル
「
五
色

囃
子
」
の
プ

レ
ー
ト
を
取

り
付
け
ま
し

た
。
山
下
さ

ん
は
「
和
太

鼓
の
音
色
に

魚
が
吸
い
寄
せ
ら
れ
、
豊
漁
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
若
手
漁
業
者
を
モ
デ
ル
に
し
、
初

め
て
訪
れ
た
時
に
夕
日
が
綺
麗
だ
っ
た
の
で
盛
り
込
み

ま
し
た
。
う
ま
く
描
け
た
と
思
い
ま
す
」
と
満
足
そ
う

に
話
さ
れ
ま
し
た
。 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

4 April

発ߦɿ一般財団法人  兵庫県水産振興基金
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TEL 078-919-1331　FAX 078-919-1336

　５月９日を英語で表記すると→９．May
　９．Mayの“９”は日本語で「きゅう」
　“Ｍａｙ”の読み方は「メイ」

　ということは･･･
　９．Ｍａｙ　→　きゅう ＋ メイ　→　きゅうメイ　→　救命!!

　よって、兵庫の漁協系統団体の担当者が独自に５月９日を「救命の日」にします！
　５月９日「救命の日」には自分の命を守るため、次の３点を実践しましょう

　１：ライフジャケットの点検を！
　　　もしもの時にライフジャケットが性能を発揮できるように点検をしましょう。
　　　（破れていないか、膨張式はボンベが錆びていないか、使用済みになっていないかなど）
　２：落水時の対応を！
　　　落水時に船に揚がれるように縄梯子などを吊るす、連絡手段（携帯電話など）の確保
　３：海のもしもは１１８番！
　　　海上での緊急時には１１８番へ

　皆さんに広がればいいな～

５月９日は「救命の日」!!

漁
協
事
務
所
に
壁
画
が
完
成

　

～
Ｊ
Ｆ
五
色
町
で
完
成
記
念
式
典
～

「五色囃子」のプレートを取り付けました壁画を前に記念撮影
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